
20230605_ヒアリング回答資料 2 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価計算書 

 

 

 

 

燃料要素貯蔵設備の未臨界性に関する評価計算書 

 



 

2 

 

 
燃料要素貯蔵設備の未臨界性に関する評価計算書 

 

1. 燃料要素の保管状況 

本申請よって追加される固体減速炉心用低濃縮燃料要素と軽水減速炉心用低濃縮燃料は、過去に所有

した高濃縮燃料要素と同様、浸水のおそれのない臨界集合体棟の に保管され

る。燃料室には、 の棚をもつ貯蔵棚（設置変更承認申請書上は最大で ま

で拡張することが可能）が設置されており、それぞれの燃料要素はそれぞれ固体用燃料バードケージ、

軽水用燃料バードケージに収納され、この貯蔵棚に収納される（図 1 赤枠部分、図 2 参照）。（ユニッ

トとは、固体用バードケージ 1 つが入る大きさの棚を とし、軽水用バードケージは、おおよ

そ固体用バードケージ の大きさとなるため を使用する。） 

燃料棚は、KUCA 建設時に製作されたもので、昭和 48 年 9 月の設工認申請書に、以下のように記載

されている。 

 

 

   

 

燃料貯蔵棚の詳細な寸法については、図 3 及び図 4 に示す（固体用棚はバードケージ

を使用、軽水用棚はバードケージ を使用）。 

図 1 臨界集合体棟 
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図 2 燃料貯蔵棚の概略図 

 

  

  

  

  

  

図 3 固体減速炉心用燃料貯蔵棚
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燃料要素は、バードケージの内部ボックスに収納され、バードケージを隣接させても内部ボックス同

士の隔離距離は確保される構造となっている。固体減速炉心用バードケージの内部ボックスに物理的に

収納可能な燃料要素枚数は であるが、保安規定にて に制限をする予定である。軽水減速炉

心用バードケージの内部ボックスに物理的に収納可能な燃料要素枚数は であるが、保安規定にて

に制限をする予定である。なお、それぞれのバードケージには、低濃縮燃料要素のみが貯蔵される。 

固体減速炉心用の燃料要素は、U235 量で である。バードケージ当たりの最大量は である

ので、 が必要となる。 

一方、軽水減速炉心用の燃料要素は、U235 量で である。バードケージ当たりの最大量は で

あるので、 のバードケージが必要となる。 

現在、固体減速炉心用のバードケージ（図 5(a)参照）は、 所有している。一方、軽水減速炉心用

のバードケージ（図 5(b)参照）は、 所有している。そのため、必要なバードケージ数に比べて、保

有しているバードケージ数は確保されているため、十分な貯蔵容量を有する。 

 

 トリウム貯蔵庫について 

 KUCA には、当該燃料要素の他にトリウム燃料が存在する。トリウム燃料は合計で あり、

図 6 に示すように現在 の貯蔵庫に分けて格納されている。 は固体減速炉心用燃料

が貯蔵されている燃料貯蔵棚の最も近い位置から 離れた位置に されてお

り、 は固体減速炉心用燃料が貯蔵されている しており、 と

同様 されている。 

のサイズは であり、中には遮蔽用の で入って

いる。 には、合計 のトリウムが保管されている。 のサイ

ズも と同程度であり、中には遮蔽用の で入っている。

には、合計 のトリウムが保管されている。 

図 6 トリウム貯蔵庫の配置図 

 

2. 解析の考え方と計算モデルについて 

 解析の考え方 

上記の燃料要素の保管状況にて示したとおり、当該燃料要素は、バードケージの内部ボックスに収
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に小さい値となった。ただし、実際に収納される燃料要素枚数、バードケージ数は本条件よりも少ないため、実際の

燃料貯蔵棚に収納した場合の実効増倍率はより小さい値となる。併せて、貯蔵時と同様トリウム貯蔵庫の影響は極め

て小さい。以上より、実際の貯蔵状態であれば、臨界に達するおそれはない。 

 

条件３： 

固体・軽水減速炉心用バードケージを水没させ、無限に配列（バードケージ単体に対する完全反射境界条件） 

固体減速炉心用バードケージ：Keff＝0.46645±0.00034 

軽水減速炉心用バードケージ：Keff＝0.52072±0.00036 

 

水没・無限配列条件においても、判定基準であるKeff=0.95に比べて、実効増倍率は十分に小さい値となった。 

 

以上のことから、本バードケージ及びそれを収納する燃料棚は、臨界に達するおそれのない設計となっている。 
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(a) 条件１ 

 

(b) 条件 2  

 

図 9 固体減速炉心用燃料バードケージの配置図 

 








